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1．研究の背景と日的

　近年、新た な高齢者 の居住およびサービス 形態の 制

度化が著 しい 。 2006 年には地域密着型サービス の 1

つ として 「地域密着型特別養護老人ホーム （以下 、 地域

密着型特養）」 が創設され 、 そ の 開設数は広域型特養を

上回っ てい る 。 また 、 2011 年にはサービ ス付き高齢

者向け住宅 （以下、サ高住）が制度化された。

　 しか し、これらの 新たな居住形態はい くつ かの 間題因

子を孕んで お り、 サ高住に お い て は様々な事業者の 介入

に よ りサービ ス の 質の低下 をまね く恐れがある 。 また、

地域密着型特養に つ い て は定員 29 名以内と小規模で あ

るため採算を とりに くい 。 事業所におい てはラ ン ニ ン グ

コ ス トの抑制を目的とした効率的な運営の 工 夫が求めら

れると同時に、初期投資 （イニ シ ャ ル コ ス ト）抑制の た

め 、 大きな影響を及ぼす立地条件に つ い て十分な検討が

必要とされ る 。 ひい ては 、 その判断が事業の収支に影響

を及ぼす こ とが懸念され るためである。

　 施設の立地条件に つ い ては、広域型個室 ユ ニ ッ ト型

特養の立地に 関する谷口 ら
索 1 に よる実態把握があるが 、

地域密着型特養につ い て はい まだなされ て い ない 。

　本研究では、イ ニ シ ャ ル コ ス トとラ ン ニ ン グコ ス トの

関係性として図 1 の ような仮説を立てた 。 すなわち 、 建

設費が
一

定でか つ 収支も
一
定程度に収めた場合、運営（主

に人件費）と立地 （土地購入費）の合計はほぼ同程度と

なる こ とが想定される 。 つ ま り、 イニ シャ ル コ ス トが抑

制できればラン ニ ングコ ス トに 経費をかけられるとい う

論理である。

　 こ うした視点か ら、 本稿では コ ス トマ ネジメ ン トの 要
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素として の 運営および土地取得の 状況を把握すると とも

に 、 それ らと収支の関係を分析した。それ らか ら収支に

影響を与え る因子 を探 り、今後の 地域密着型特養計画に

お け る基礎的知見を得る こ とを 目的とした 。

　なお、 本稿に おい ては 、 建設費に つ い ては分析の 対象

外として い る。

2 ．研究の方法

　本研究で は 、 2011 年現在開設されて い る全 603 の地

域密着型特養を対象とし、運営や立地に関するア ンケー

ト調査を実施 した （表 1）。 そ して 、回答の あ っ た 59

施設から、
ユ ニ ッ ト型でない 施設を除い た 50 施設を対

象と し分析 を行 っ た。

3．■査施設の概翼

　図 2 に 調査施設お よび現存施設に お ける開設年
’ 2

の

内訳 、 図 3に地域ブロ ッ クの分布を示す。開設年にお い

ては 2006、2010 年の施設数の 割合に若干の 相違はあ

るもの の ほ ぼ似た傾向を示 して い る。 ブ ロ ッ ク分布につ
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い て も調査対象に お い て 関東ブ ロ ッ クの 施設割合が少な

いが 、 全体的な傾向と して大きな差異はなく、 調査対象

施設がおお よその 全体傾向を示して い ると推察される 。

　謖査施設に おける平均要介護度は 3．5 〜 4 が最も多

い （図 4）。 併設施設に つ いてはシ ョ
ートステイが最も

多く、 次にデイサービス 、 小規模多機能と続い た （図 5）。

　また、調査施設の年間収支 （全体）昭

状況 と しては 、

図 6 に示す よ うに赤字経営の 施設が多く存在してお り、

赤字経営が 82．6％ （19／23施設）存在してい た 。

　事業形態をみると、単独型が 32施設と、サテライ ト

型 （16施設）の 2 倍存在 したが、うち半数近 く （13 施設）

が連携施設を有 して い た （図 7）。

4 ．ランニ ングコ ス ト

4 − 1 施設閥の 連携

　 図 8 よ り、年間収支 （減価償却等除 く）串 4
と事業形

態の 関係をみ ると 、 連携の 度合い に よる収支状況の 差が

表れた 。 制度上 より密接な連携が可能となる 「サテライ

ト型」 が最も収支状況が良い 結果 となっ た。

　母体 （連携）施設 との距離に つ い てみると （図 9 ）、「サ

テライ ト型」よ り 「単独型 （連携あり）」の方が 、 母体 （連

携）施設の近辺に設置 している傾向にあっ た。こ の こ と

は 、 連携施設が同敷地内に置かれ る傾向をもつ こ とと関

係があるこ とが推察 される。

　また、連携内容と しては 「職員の 兼務」が最 も多く （21

／ 25 施設）、次に 「母体 （連携）施設での調理」、
「嘱

託医の兼任」であ っ た （図 10）。

　そこで 、連携内容で 回答数の 多い 「職員の 兼務」、「母

体施設で の 調理 」 につ い て 、 その 有無と年間収支 （減価

償却等除 く）の 関係をみると （図 11、図 12）、職員の

兼務を行 っ て い る施設の方が収支状況が良 く、収支に与

える影響は大きい と言えるが 、
「母体施設での 調理」 に

つ い てはその傾向は見 られず、収支へ の影響は小さい こ

とが推察された。

4 − 2 曠員配置

　入居者対職員数 （介護 ・看護）の 比率に つ い て 2 グ

ル ープに 分割 し収支状況 の 関係をみた （図 13 ）。 す る

と、その 比率が小さい グル ープ、
つ まり手厚い 配置を行っ

て い る施設の 方が収支 （原価償却等を除く）状況がよ い

とい う結果 とな り、職員数との 直接的な関連は見られな

か っ た 。

4 − 3　介護欟   算と委託状況

　図 14 、 および図 15 に事業形態別の 介護報酬加算取

得数、 業務委託項目数を示す 。 介護報酬加算とは看護体

制加算、 栄養士配置加算 ． 業務委託 とは調理 、 洗濯など

を示す 。 介護報酬加算取得数につ い ては 、 連携の度合い

亂
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が低 くな るほ ど加算取得数が多い 傾向が み られたが、業

務委託数におい ては特に事業形態による傾向は見られな

か っ た。

　さらにそれぞれ に つ い て 年間収支（原価償却等を除く）

との 関連をみる と （図 16、図 17）、介護報酬加算取得

数に つ いては加算の有無による収支の差が見られ 、 委託

項目数に つ い ては有無による差異は若干み られたが 、 委

託項目の数に つ い ては特に関係はみ られなか っ た。

5．イニ シャル コ ス トについて

5 − 1 区斌区分

　表 2 に調査施設の 区域区分の 状況を示 した 。 あわせ て

広域型特養 ＊7
の状況も示す。 市街化区域の 施設割合は 、

地域密着型で 30 ％程度 、 広域型で 25％程度と若干地域

密着型が多か っ たが、都市計画区域外の 施設割合では差

が見られた。ただし総対的に は、まちなかに立地する と

い う地域密着型の主旨が満たされてい るとは言い 難い 。

　 　 装 2 地 域飴 型および広域 型特養の 区域区分 ご との 施設数の内訳
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　区域区分の状況と年間収支 （原価償却等を除く）との

関係をみ る と （図 18）、 市街化区域の施設は他区域と比

しても遜色ない ともい えるが、年間収支 （全体）におけ

る市街化区域の 状況をみると （図 19）、赤字の 施設割合

が最も高い 。 こ の こ とから、 市街化区域にお い てイ ニ シ ャ

ル コ ス トが経営状況を圧迫 して い る ことが推察された。

5 − 2　土地所有形態

　表 3 に土地の 所有形態別の 施設数　

を示す 。
「購入」 が最 も多か っ たが

（58％）、
「譲渡 ・無償賃貸」 も 9施

設 （18％） み られ た。また、区 域

区分別にみても所有形態別の 割合に　
つ い て大きな差異は見られなか っ た （図 20）。 しか しな

がら、年間収支 （全体）との 関係におい て は、譲渡お よ

び無償貸与して い る施設は購入 ・貸借の施設に比べ 収支

状況が良い こ と力吩 か る （図 21）。

5 − 3 補助金

　補助金の有無はイ ニ シ ャ ル コ ス トに与える影響が大き

い と捉え 、 収支や立地条件 との 関連を探っ た。図 22 か

らは 、 補助金の総額が多い ほ ど年間収支 （全体）も良好

であり、補助金に よるイニ シ ャ ル コ ス ト抑制の結果 、 収

支に余裕がでてい るこ とが うかがえる 。

一
方で 、 補助の

総額 と区域区分の 関係をみる と （図 23）、 市街化区域に

お い て総額が少な い傾向にあり、補助金の総額による土
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地決定へ の 影響は 少な い と考え られ る 。 つ ま り、補助金

の総額が多い こ とが街なか へ の建設の 誘導には つ なが り

に くい とい える 。

5 − 4　土埴決定理由

　では、実際に事業所がどの　　優驫葹螽職璃鸚 目

ような理由で土地選択をして

い るの か 、 1 〜 3 位ま で の 優

先順位を挙げ て もらい 合計 し

た もの を表 4 に示す 。
「母体

（連携）施設との 距離」 が最

も多く （27 施設）、次い で 「周

辺地域の環境」（24施設）、
「面

積規模」（21 施設）であ っ た 。

　また、回答があっ た施設に

つ い て、1位に 選択された項目割合を 「市街化区域」 と

「その他の 区域」 に分けて示すと （図 24）、 両方 とも 「母

体 （連携）施設 と距離が近い 」が最も多か っ たが 、 そ の

割合に 大き な差異が見 られた （市街化区域 30．8％ 、そ

れ以外 46．9 ％）。
「市街化区域」 の施設では 、 利便性が

重視されてい る の に対 し、
「そ の他の地域」 の施設では 、

安価な地価、面積規模、防災に対す る安全などを重視す

る傾向に あ り、意識の 違い が現れた 。

6 ．まとめ

　本研究では、地域密着型特養へ の 運営や立地に関する

アン ケ
ー

トによ り、コ ス トマ ネジメ ン トの 要素 としての

運 営および土地取得の状況を把握 し、 それ らと収支の 関

係を分析 した 。

　施設全 体 の 経営状況では 、 地域密着型特養の 82．6％

が年間赤字を抱えてい た。

　ラ ンニ ン グコ ス トの抑制に つ い ては、施設問の連携、

特に 「職員の 兼務」が大きく影響 してい た 。 また、 母体

施設で の調理 、 介護報酬加算取得数 、 業務委託数に つ い

ては 、 特に収支状況 との関連は見 られず 、 やは り職員の

効率的配置が人件費抑制の 大きな要因となっ て い ること

が推察され た 。

　イニ シ ャ ル コ ス トの 抑制要因としては、年間収支 （全

体）と年間収支（減価償却費等を除 く）の 傾向の違い か ら、

街なか と想定される 「市街化区域」 に 事業所を構える こ

とによ り、運営による収支状況はその 他の地域と大きな

差異はない が 、事業所の 経営状況に対して は圧迫して い

る ことが分か っ た 。 したが っ て 、 街なかに所在すること

で地域密着性を担保するため には、土地の提供などによ

り、イ ニ シ ャ ル コ ス トを軽減す る措置が考慮されるべき

であると言える 。 また 、 立地の選定にあた っ て は、 多く

の法人が地域密着型特養と母体 （連携）施設 との距離を
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　 　 図 24 土地決定理 由の優先順位 1 位の項 目

重視 してい た 。 おそらく職員の 連携の しやす さな どから 、

その判断に深い 影響を与えて い る と考えられる。母体（連

携）施設の立地 も市街化区域外であるこ とが多い こ とか

ら、この こ とが事業者が街なかに地域密着型特養を設け

ない 一因であるとも推察される 。

　今後の 課題 として、分析対象施設数を増や し収支状況

へ の影響因子に つ い てよ り細微な分析を行 う と共に 、 今

回 は対象外 とした建築計画の特性 も踏まえた分析を行 う

予定で ある 。
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弖麓罵驫轆得鰯 繍 躡 鯉
・ 年・こ・・ て

3 ：年間収支 （全体）…　 通常の年間収支を示す 。

4 ：年間収支 （滅価償却等除 く）…　　 年間収支の 減価償却費お よび償

還金を除した値を示す 。
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